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検体受付および剖検受付時間

検体受付 ：平日 ８：３０ ～ １７：１５ （内線 ２２５７）

剖検受付 ：平日・土曜日・祝日（一部） ８：３０～１５：００ （内線 ２２５７）

http://www.jichi.ac.jp/pathology/

教員紹介 ８月からの病理診断部ニューフェイスを紹介いたします。

佐野 直樹 （さの なおき）： 病理診断部（医員）
【略歴】
２０１０年 ３月 熊本大学医学部卒業
２０１０年 ４月 人吉総合病院 初期研修医
２０１２年 ４月 都立駒込病院 病理科
２０１６年 ８月 病理専門医取得
２０１６年１２月 細胞診専門医取得
２０１７年 ４月 熊本大学病院 病理部
２０２０年 ４月 済生会熊本病院 病理診断科
２０２１年 ８月 自治医科大学附属病院 病理診断部

がん拠点病院、大学病院、一般市中病院などで病理診断全般を学んできました。得意
かどうかはともかく、すべての臓器、診断プロセス、検体処理や標本作製、剖検、腫瘍
・非腫瘍含めて病理診断全体が好きで、専門臓器を決められずにここまで来ました。
この度、かねてより特に興味のあった胆膵領域で専門性を高めたいと思い、一念発起

し、こちらに参りました。これまで同様に多様な分野の研鑽を積みながら、専門性も高
めていければと考えています。細かなことでも皆さんとコミュニケーションをとってい
ければと思いますので、よろしくお願いいたします。

病理診断部では働き方改革を推進し、８月から休日の剖検は土曜日と一部の祝日のみ、
受付時間を改定し「8:30〜15:00」といたしました。
剖検依頼は平日・休日ともに受付時間の15時までにお願いいたします。
連休の際は１日おきに剖検受付をいたします。日程の詳細は病院のポータルサイトおよ

び病理診断部のHPをご覧下さい。
上記について、院内および院外の連携病院にも既に周知させていただきましたので、ご

理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

剖検受付時間について

特定化学物質、有機溶剤、危険物取扱者技能資格について
近年、ホルムアルデヒド・キシレンをはじめとした特定化学物質や有機溶剤の管理・

取り扱いが法律的にも厳しくなっております。
昨年度、二階堂貴章技師が「特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者（特化物）

」「有機溶剤作業主任者」「危険物取扱者乙種4類」、織田智博技師が「有機溶剤作業主
任者」を取得しました。
病理診断部では現在、佐藤さなえ技師が組織検査室の有機溶剤作業主任者、織田智博

技師が組織検査室の特化物等作業主任者、二階堂貴章技師が剖検室の特化物等作業主任
者を務めています。

細胞診検査室からのお願い

病理画像使用について

（第3３号 令和3年９月発行）

病院だより掲載

時間外や休日に病理診断部にお持ちいただいたオペ材等は、切り出し室入って右側の冷蔵
庫に入れていただくこととなっています。
最近、オペ材とともに細胞診用スピッツが冷蔵庫から出されて、室温放置されてしまった

事例が発生しています。細胞診用スピッツを室温で長時間放置すると、細胞変性が起こり正
確な細胞診検査ができなくなります。

細胞診用スピッツは、冷蔵庫左上の細胞診スピッツ立てに置いて下さい。

病院だより「リレーエッセイ」に掲載されました。
病理診断の重要性、デジタル病理、全国的な病理医の不足問題につ

いて、さらに現在のコロナ禍でのデジタル病理+オンライン診断につ
いて、病理医の果たす役割などを具体的に述べた内容です。
ぜひご一読ください。

病理報告書に添付されている画像デー
タ（マクロ、ミクロ、蛍光画像）を使用
する場合は、Yahgee内のデータ使用許可
書にご記入の上、病理診断部にお申込み
ください。
電顕画像につきましては、高解像度の

写真やデータがありますので、受付にお
問い合わせください。

http://www.jichi.ac.jp/pathology/

